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『虫偏
へん

だけど虫じゃない！』 

イエローラベルって、なあに？ 

図書館のたたみスペース横のコー

ナーに行ったことはありますか？

そこには、中学生以上、大人未満

の方々にオススメしたい本が並べ

てあります。本の背表紙のラベル

は“黄色”。ややサブカルチャー的、

でも実は人生で役に立つ本もちら

ほらあったりして・・・。 

ぜひ手にとってみてね★ 

 

■■■ 編集後記 ■■■ 

以前、私の家の前には、れんこ

ん畑があり、蓮の花が咲くと極楽

浄土はきっとこんな感じなんじゃ

ないかと思うほど見事な眺めでし

た。でも、夜は一晩中ウシガエル

のモーモーという鳴き声に悩まさ

れ睡眠不足の毎日でした。今では

れんこん畑も埋め立てられてしま

いましたが、この時期になると懐

かしく思い出されます。 

『豚のレバーは加熱しろ 1』 

逆井卓馬：著  KADOKAWA/電撃文庫 

異世界に転生したと思ったら、ただの豚

になっていた俺。純真な美少女にお世話

される生活は悪くない。だが彼女は常に

命を狙われる危険な宿命を負っていて

…。魔法もスキルもないブタよ、過酷な

運命に囚われた少女を、知恵と機転と嗅

覚で救い出せ！第 26 回電撃小説<<金賞

>>受賞作、豚転生ファンタジー！ 

この時期、雨が降るとゲコゲコとカエルたちの嬉しそうな声が聞こえてきま

す。 

カエルを漢字で書くと『蛙』。 

ん？昆虫でもないのに「虫偏
へん

」？ 

他にも「蛇」、「蟹」、「蛤」・・・など 

両生類や爬虫類、海の生き物など昆虫ではないのに虫偏
へん

が使われています。 

調べてみると「昔の中国では人、獣、鳥、魚以外の小動物を虫と表してあっ

た」とのこと。 

カエルが出てくることわざもよく使われます。 

「蛙の子は蛙」、「井の中の蛙大海を知らず」、「蛇に睨まれた蛙」などなど。 

池や田んぼに多く住むカエルは、日本人にとってとても身近な生き物だったの

でしょうね。 

そう考えるとぬめぬめカエルさんたちも少しだけかわいく見えてくるか

も・・・？ 

『裏世界ピクニック 1』 

宮澤伊織：著  早川書房 

ネット怪談×異世界探検。「検索してはい

けないもの」を探しにいこう。 

実話怪談として語られる危険な存在が出

現する、この現実と隣合わせで謎だらけ

の裏世界。研究とお金稼ぎ、そして大切

な人を捜すため、仁科鳥子と紙越空魚は

非日常へと足を踏み入れる…。女子ふた

り怪異探検サバイバル。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ワタシゴト 14 歳のひろしま』 中澤晶子：作       汐文社 

『赤毛証明』                   光丘真理：作    くもん出版 

『ある日、透きとおる』         三枝理恵：作      岩崎書店 

●１人につき２冊まで期間は 1週間。 

●本の返却日は必ず守ってください。 

●貸出の延長はできません。 

課題図書・指定図書を 

借りる時には 

次のことを守ってください。 

ヤングコーナーに新着本は毎週届いています。 

こちらに紹介している本以外もあるので、 

のぞいてみてくださいネ！ 

『「ハーフ」ってなんだろう？』 

下地ローレンス吉孝：著  平凡社 

「ハーフ」などの言葉は浸透していますが、現

実には 1 人 1 人がさまざまな経験をしていま

す。この本では、中学生の質問に答えていくス

タイルで社会構造やイメージを問い直し、一人

ひとりの声を聞き、人権やメンタルヘルスにつ

いて考えます。 

『科学者に 
なりたい君へ』 

佐藤勝彦：著 
         河出書房新社 

『「役に立たない」研究の未来』 

初田哲男ほか:著  柏書房 

いつの時代も、研究者は未知に挑み、人類の発

展に貢献してきました。いつ、何の役に立つの

かわからない彼らの人生をかけた挑戦の積み重

ねの先に、今の私たちの生活があります。これ

からの「科学」と「学び」を考えるために、理

系も文系も、子どもも大人も読んでほしい 1 冊。 

『牧野富太郎』 
清水洋美：文 
里見和彦：絵 

汐文社 

『アーニャは、 
きっと来る』 

『学校では教えてくれない 

自分を休ませる方法』 

井上祐紀：著  KADOKAWA 

なぜかいつもイライラする、学校に行く意味が

わからない、コロナで目標がなくなった…。精

神科医が、様々な悩みに答え、問題解決の手段

としての休み方を提案します。小学校高学年か

ら大人まで読んでほしいセルフケアの決定版。 

『with you』 
濱野京子：作 

くもん出版 

『兄の名は、 
ジェシカ』 

      ｼﾞｮﾝ･ﾎﾞｲﾝ：著 
          原田勝：訳 

 あすなろ書房 

『水を縫う』 
寺地はるな：著 

 集英社 

ﾏｲｹﾙ･ﾓｰﾊﾟｰｺﾞ：作 
佐藤見果夢：訳 

評論社 


